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開発予定区域（変更の可能性有り） 
約 47,800㎡（調整池を含む） 
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調整池（予定） 
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中国自動車道 

調整池 
（予定） 
調整池 
（予定） 

　地域経済の成長基盤を整え、雇用の場を確保
して福崎町の活性化につなげるため、町が事業
主体となって工業団地の造成に取り組むことと
なりました。 

　事業の推進体制としては、新たに工業団地整
備室を設け、設計及び工事施工を兵庫県土地開
発公社に委託して進めていくとのことです。 

工業団地整備室を設置 主な支出 

組織体系  

事業名  管理者  担当課等  
用 地 買 収 費 
物 件 補 償 費 
測量設計委託料 

3億3700万円  
4000万円  
6920万円  

今後のスケジュール 

平成31年度　　用地取得、実施設計業務 

令和2年度～　造成工事（造成完了後、工場用地を売却） 

水　道　事　業 

工業用水道事業 

下 水 道 事 業 

工業団地造成事業 

 

公営企業管理者 

 

上 下 水 道 課 

 

工業団地整備室 
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注 目 事 業注 目 事 業  注 目 事 業注 目 事 業  注 目 事 業注 目 事 業  注 目 事 業
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小中学校空調設備整備 
4億640万円 
（繰越事業） 

保健センタ－土曜開庁 

駅前団地建替工事 
2億1800万円 
（繰越事業） 

子育て支援拡充　　　　　 
高校生の入院費無償化 

住民票など　　　　　 
コンビニ交付へ  
4081万円 

エルデホール空調改修 
2億1700万円 

130万円 
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　3月定例会は3月4日に招集され、26日まで
の22日間の会期で開きました。今定例会では、
町長から平成31年度一般会計当初予算などの
議案30件、委員会から政務活動費を廃止する
条例などの議案4件、議員から請願1件が上程

され、慎重に審議を行いました。 
　審議の結果、いずれの議案についても原案の
とおり可決しました。 
　また、一般質問は3月22日、25日に行われ、
6議員が町政全般にわたり質問しました。 

一 般 会 計  

一般会計 
歳出総額 
82億800万円 

一般会計 
歳入総額 
82億800万円 

会 　 計 　 名 　  

一 　 般 　 会 　 計 

国民健康保険事業 

後期高齢者医療事業 

介 護 保 険 事 業  

水 　 道 　 事 　 業  

工 業 用 水 道 事 業  

下　水　道　事　業 

工業団地造成事業  

合　　　計　　　 

予　　算　　額　　 

82億　800万円  

19億2540万円  

2億7050万円  

16億9850万円  

5億5730万円  

5012万円  

18億9870万円  

4億5130万円   

150億5982万円  

増　減　額　  

△8億　600万円 

△5290万円 

1690万円 

5500万円 

△3億4380万円 

△368万円 

△5400万円 

4億5130万円  

△7億3718万円 

　率（%） 

△8.9 

△2.7 

6.7 

3.3 

△38.2 

△6.8 

△2.8 

皆増    

△4.7

前年度当初との比較 

特
別
会
計
 

企
業
会
計
 

平成31年度 各会計予算総括表 

工業団地造成事業を公営企業で推進 工業団地造成事業を公営企業で推進 工業団地造成事業を公営企業で推進 工業団地造成事業を公営企業で推進 
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3月定例会 

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
3
月
7
日
か
ら
3
月
12
日
ま
で

の
3
日
間
開
催
さ
れ
、
現
地
調
査
も
含
め
、
慎
重
に
審
査
し

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
各
会
計
と
も
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
 

　
委
員
会
の
中
で
の
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

委
員
長
　
小
林
　
　
博
 

副
委
員
長
　
河
嶋
重
一
郎
 

総
務
課
長 

　
工
事
の
内
容
は
。
 

　
税
務
課
か
ら
上
下
水
道
課
ま

で
の
カ
ウ
ン
タ
ー
は
、
庁
舎
建

設
時
か
ら
変
わ
っ
て
い
る
と
こ

ろ
と
変
わ
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
統
一

的
に
改
修
し
、
個
人
情
報
等
の

流
出
を
防
ぐ
た
め
、
個
別
に
対

応
で
き
る
よ
う
敷
居
を
設
け
た

カ
ウ
ン
タ
ー
と
し
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長 

　
費
用
対
効
果
は
期
待
で
き
る

の
か
。
 

　
近
隣
市
町
で
は
コ
ン
ビ
ニ
交

付
の
割
合
は
全
体
の
2
％
程
度

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
進
的

な
自
治
体
で
は
も
う
少
し
多
い

よ
う
で
す
が
、
費
用
対
効
果
と

い
う
面
で
は
厳
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

地
域
振
興
課
長 

　
対
象
世
帯
数
は
。
 

　
住
民
税
の
非
課
税
者
が
対
象

で
、
本
人
が
非
課
税
で
あ
っ
て

も
扶
養
家
族
が
課
税
で
あ
れ
ば

対
象
外
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

3
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
主
も
対
象
と
な
り
、
全
体
で

は
3
2
0
0
人
程
度
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
把
握
し
て
お
り

ま
す
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　
本
年
度
予
算
に
あ
が
っ
て
い

な
い
が
、
終
了
し
た
と
い
う
こ

と
か
。
 

　
当
初
予
算
の
締
め
切
り
後
に
、

兵
庫
県
が
補
助
金
を
継
続
す
る

と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

4
月
以
降
に
予
算
流
用
、
補
正

予
算
等
を
検
討
し
、
継
続
す
る

か
ど
う
か
を
決
定
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
現
時
点
で
は

継
続
す
る
か
ど
う
か
は
調
整
が

で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

町
長 

　
中
播
消
防
署
の
人
員
、
負
担

金
の
あ
り
方
な
ど
、
姫
路
市
と

も
っ
と
協
議
す
べ
き
で
は
。
 

　
中
播
消
防
署
に
事
務
委
託
を

し
た
当
時
の
状
況
か
ら
変
わ
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
な

い
の
か
。
ま
た
、
常
備
消
防
の

あ
り
方
、
非
常
備
消
防
の
あ
り

方
を
含
め
、
事
務
局
同
士
の
詰

め
も
し
た
上
で
話
し
合
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
形
に
な

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会
 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会
 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
 

ブロック塀の点検チェックポイント 

中播消防署 



豆 知 識 人権擁護委員とは 

人
権
擁
護
委
員
に
 

 

池
田
節
代
氏
を
同
意
 

住 

所
 

福
崎
町
田
口
 

任 

期
 

令
和
元
年
7
月
1
日
 

か
ら
3
年
間
 

　
平
成
　
年
度
か
ら
交
付
対
象
事
業
な
ど
が
変
更
と
な

り
ま
す
。
 
31

上
下
水
道
事
業
管
理
者 

　
企
業
債
の
償
還
の
方
法

は
。
 

　
民
間
資
金
を
借
り
入
れ

て
事
業
を
進
め
、
造
成
工

事
が
完
了
し
た
後
に
土
地

を
売
却
し
、
そ
の
収
益
を

も
っ
て
償
還
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

町
長 

　
一
般
会
計
か
ら
の
持
ち

出
し
は
な
い
の
か
。
 

　
基
本
的
に
は
一
般
財
源

の
補
て
ん
措
置
は
あ
り
ま

せ
ん
。
公
営
企
業
と
し
て

進
め
ま
す
の
で
、
最
終
的

に
そ
れ
ら
を
き
っ
ち
り
精

算
す
る
と
い
う
形
で
の
取

り
組
み
を
求
め
て
い
き
ま

す
。
 

上
下
水
道
事
業
管
理
者 

　
土
地
の
売
却
に
関
し
て
、

現
在
の
見
込
み
は
。
 

　
東
部
工
業
団
地
の
立
地

企
業
に
意
向
調
査
を
実
施

し
、
今
の
と
こ
ろ
2
社
が

希
望
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
の
計
画
で
進
め
て

お
り
ま
す
。
 

教
育
長 

　
安
全
で
あ
る
の
は
当
然

だ
が
、
児
童
に
は
お
い
し

い
給
食
を
食
べ
て
も
ら
い

た
い
。
嗜
好
調
査
等
は
さ

れ
て
い
る
の
か
。
 

　
安
全
、
安
心
の
み
で
終

わ
る
の
で
は
な
く
、
お
い

し
い
給
食
を
作
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
は
絶
え
ず

給
食
セ
ン
タ
ー
へ
伝
え
て

い
ま
す
。
子
ど
も
達
の
笑

顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
、
そ
う
い

う
給
食
に
し
て
い
き
た
い

と
心
が
け
て
い
ま
す
。
 

上
下
水
道
事
業
管
理
者 

　
川
す
そ
雨
水
幹
線
の
早

期
の
進
捗
を
求
め
る
。
 

　
国
の
予
算
配
分
に
も
よ

り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け

早
く
進
捗
す
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

町
長 

　
国
交
省
へ
要
望
し
、
予

算
獲
得
に
向
け
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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○今後も対象となる事業  
防災訓練、防犯、交通安全 
地域での子育て支援 
高齢者援助 
環境美化活動 
自治会報の発行 
村史の編さん 
近隣集落との共同事業 など 

 

○対象外となる事業  
地域で従来からあった事業 
例　花見、盆踊り、運動会など、
飲食をメインとした事業 

変更内容 

　人権擁護委員法に基づいて、人権相談を受
けたり人権の考えを広める活動をしている民
間ボランティアです。人権擁護委員制度は、
様々な分野の人たちが人権思想を広め、地域
の中で人権が侵害されないように配慮して人
権を擁護していくことが望ましいという考え
から設けられたものです。 

3月定例会 

給食センタ－ 

東部工業団地拡張予定地 

川すそ雨水幹線 

し
ん
ち
ょ
く
 

　
し
　
こ
う
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健
康
福
祉
課
長 

　
土
曜
日
開
庁
時
の
勤
務
体
制
は
。
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
と
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
当
番
で

各
1
名
出
勤
し
、
相
談
業
務
に
あ
た
り

ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長 

　
平
日
の
開
庁
時
間
と
同
じ
で
、
午
前

8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
で

す
。
 

　
土
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
ど
う
な
る

の
か
。
 

健
康
福
祉
課
長 

　
土
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
休
館
日
と

な
り
ま
す
。
 

保
健
セ
ン
タ
ー
土
曜
日
開
庁
へ
 

保
健
セ
ン
タ
ー
土
曜
日
開
庁
へ
 

3月定例会 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
18
年
4
月

か
ら
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
、

平
成
28
年
4
月
か
ら
「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
併
設
し
、
現
在

は
、
保
健
と
福
祉
の
両
方
の
窓
口
と
し

て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
現
状
は
、
女
性
の
就
労
増
加
、
子
ど

も
へ
の
虐
待
対
応
、
成
人
の
自
殺
対
策
、

高
齢
者
の
介
護
問
題
や
認
知
症
対
応
な

ど
、
住
民
を
取
り
巻
く
課
題
は
増
加
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
 

　
そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
様
々
な
相

談
に
対
応
で
き
る
よ
う
窓
口
を
拡
充
し

て
安
心
・
安
全
の
提
供
に
つ
な
げ
る
た

め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
土
曜
開
庁
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
 

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
 

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
億
8
9
0
0
万

円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

91
億
6
1
7
0
万
円
と
し
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
、
全
員
賛
成
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
 

　
増
額
の
主
な
も
の
は
、
も
ち
む
ぎ
の

や
か
た
東
駐
車
場
の
用
地
取
得
、
給
食

セ
ン
タ
ー
用
地
取
得
、
福
崎
駅
前
交
流

広
場
の
追
加
工
事
な
ど
で
す
。
減
額
の

主
な
も
の
は
、
道
路
橋
梁
に
か
か
る
事

業
費
の
減
額
、
下
水
道
事
業
へ
の
繰
出

金
の
減
額
な
ど
で
す
。
 

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
中
に
完
了
し
な

い
事
業
は
平
成
31
年
度
に
繰
り
越
し
ま

す
。
 繰越明許費とは 

　経費の性質や予算成立後のなんらかの理由で、

その年度内に支出が終わらない見込みがあるもの

について、議会の議決を得て翌年度に限り繰り越

して使用できるようにする予算。 

繰越明許費 

地籍調査推進事業 

福崎駅周辺整備事業 

駅前団地建替事業 

小中学校空調設備整備事業 

新町大井堰災害復旧事業 

850万円  

2億5760万円  

2億1800万円  

4億　640万円  

6110万円  

　
土
曜
日
の
開
庁
時
間
は
。
 

豆 知 識 
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　昨年10月1日から兵庫県の最低賃金は従前
から27円引き上げられて871円となっている。
しかし、全国平均1,000円をめざすとの政労
使三者合意の実現のためにも最低賃金1,000
円が直ちに実現されるべきだ。 
　日本の子どもの7人に1人、ひとり親家庭
の2人に1人が貧困状態にあると報じられて
いる。全国平均での状況であり、経済格差は

都市部ではより厳しい。 
　非正規雇用の拡大も背景にあり、結婚の希
望があっても経済的理由で断念しなければな
らないということもある。子育て世代の経済
環境改善のためにも、少子化問題への対策と
しても、日本経済の健全な発展のためにも中
小企業対策の拡充と最低賃金1,000円への引
き上げは必要だ。 

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める 
意見書」の採択を求める請願書（概要） 

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を 
　求める意見書」の採択を求める請願書 

　地域からの経済好循環の実現に向け最低賃金の 
　改善と中小企業支援策の拡充を求める意見書 
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議 案 名  賛否 

議員提案 
議題 

議員提案 
議題 

高
井
國
年
 

城
谷
英
之
 

石
野
光
市
 

小
林
　
博
 

冨
田
昭
市
 

山
口
　
純
 

木
村
い
づ
み
 

河
嶋
重
一
郎
 

前
川
裕
量
 

北
山
孝
彦
 

三
輪
一
朝
 

柴
田
幹
夫
 

松
岡
秀
人
 

注1　高井議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。 
注2「欠」は欠席です。 
注3　議席番号9番、牛尾雅一議員は3月4日に辞職されました。 

賛成討論 小林　博  反対討論 

議案の審議結果 

　厚生労働省の資料で
は「最低賃金制度につ
いて全国平均時給1,0 
00円をめざす。そのた
めに中小企業や小規模
事業者の生産性向上等
のための支援や取引状
況の改善を図る。」とさ
れています。 

　今や非正規雇用が全労働者の40％に達し、労
働者の4人に1人が年収200万円以下というワ
ーキングプアに陥っています。これは婚姻率、
出生率の低下にもつながり、社会問題でもあり
ます。 
　また、2020年に時給1,000円を目標とする
政労使合意もあります。 
　基本的人権と健全な社会の維持・発展のため
にも、本請願は採択の必要があると思います。 

　本県の最低賃金は、こ
の5年間では15％上昇し
た871円となっており、
その上「直ちに」15％引
き上げ、1,000円とせよ
とするものです。 
　中小企業が講ずる賃金
引上げ原資確保策におい
て、効果発現の時間を与 

えず、財務的体力向上や変化する労働力市場に
対応しようとする機会を奪い、中小企業の多く
が内部留保に乏しい中、経営に行き詰まる企業
が増加し、労働者が雇用を失うことに結びつき
かねません。 
　10月の消費税10％により、可処分所得の目
減りが見込まれ、賃金アップを望む国民が多い
状況ですが、最低賃金1,000円は「直ちに」で
はなく、政府、県などによる中小企業支援や、
中小企業自身による施策の効果発現状況を見つ
めつつ、多面的な社会的情勢および、わが国と
世界の経済情勢などを勘案しながら実施すべき
です。 

三輪一朝  
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報　告 
 
  

人　事  
 契　約  
 
 
 
 
 条　例  
 
 
 
 
 
 

30年度 
補正予算  
 
 
 
 
 
 31年度予算  

 
 
 
 
 その他 
 
 

委員会提案 

議会の委任による専決処分の報告について 
（損害賠償の額を定め和解すること）…自動車の物損事故 
（福崎駅周辺整備（その1）工事） 
（福崎駅前観光交流センター新築工事） 
（　川観光交流センター新築工事）  
人権擁護委員の推薦について  
工事請負契約について（学校施設空調設備設置工事） 
工事請負契約の変更について（福崎駅周辺整備（その2）工事）  
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について 
福崎町保健センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 
福崎町森林環境譲与税基金条例の制定について 
県民ふれあい広場維持管理基金条例を廃止する条例について 
福崎町水道事業、工業用水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 
について 
福崎町公営企業管理者の設置のための関係条例の整備に関する条例の制定について 
福崎町コミュニティプラントの設置及び管理に関する条例等を廃止する条例の制定について 
福崎町学童保育園設置及び管理運営に関する条例の一部を改正する条例について 
福崎町　川山公園の設置及び管理に関する条例を廃止する条例について  
一般会計補正予算（第3号） 
国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号） 
後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号） 
介護保険事業特別会計補正予算（第3号） 
水道事業会計補正予算（第2号） 
下水道事業会計補正予算（第2号）  
一般会計予算 
国民健康保険事業特別会計予算 
後期高齢者医療事業特別会計予算 
介護保険事業特別会計予算 
水道事業会計予算 
工業用水道事業会計予算 
下水道事業会計予算 
工業団地造成事業会計予算  
福崎町第5次総合計画基本構想の一部修正及び後期基本計画の策定について 
福崎町道路線の廃止及び認定について 
兵庫県市町村職員退職手当組合規約の一部変更について 
兵庫県町議会議員公務災害補償組合規約の一部変更について  
福崎町議会委員会条例の一部を改正する条例について 

議 案 名  

3月定例会 

全員賛成で同意・可決した議案 

賛否の分かれた議案 

議案の審議結果 

　福崎町議会政務活動費の交付に関する 
　条例を廃止する条例について 

　福崎町議会基本条例の一部を改正する 
　条例について 

1 2 3 4 5 6 7 8 10 11 12 13 14

◎ 

 

◎ 

11 

1 

11 

1

賛成 

反対 

賛成 

反対 

◎ 

 

◎ 

 

● 

 

● 

◎ 

 

◎ 

◎ 

 

◎ 

◎ 

 

◎ 

◎ 

 

◎ 

◎ 

 

◎ 

◎ 

 

◎ 

◎ 

 

◎ 

◎ 

 

◎ 

◎ 

 

◎ 

－ 

－ 

－ 

－ 

議 案 名  賛否 

委員会 
提案 

委員会 
提案 

高
井
國
年
 

城
谷
英
之
 

石
野
光
市
 

小
林
　
博
 

冨
田
昭
市
 

山
口
　
純
 

木
村
い
づ
み
 

河
嶋
重
一
郎
 

前
川
裕
量
 

北
山
孝
彦
 

三
輪
一
朝
 

柴
田
幹
夫
 

松
岡
秀
人
 

注1　高井議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。 
注2　議席番号9番、牛尾雅一議員は3月4日に辞職されました。 
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夏季休業期間の学童保育園の保育料を見直し 

総務文教常任委員会 

夏季休業期間の学童保育園の保育料を見直し 夏季休業期間の学童保育園の保育料を見直し 

委

員

長
　
木
村
い
づ
み

副
委
員
長
　
石
野
　
光
市

委
　
　
員
　
城
谷
　
英
之

委
　
　
員
　
高
井
　
國
年

委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人

委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝
 

福崎幼児園駐車場整備工事完了 『福崎町史』のセット価格がお得 

　寄附いただいた幼児園隣の土地を駐車場とし
て整備しました。 
　ふだんは入れませんが、イベント時等にはご
利用いただけます。 
　児童の安全を考えて、転落防止柵を設置する
予定です。 

　福崎町の歴史、町政のあゆみが書かれていま
す。特別価格として、定価の60％で販売してい
ましたが、4月からは、さらに4巻セットでご購
入の場合は、定価の50％でご購入できます。 
　ぜひセットでお買い求めください。 
 
第1巻定価5,000円→特別価格3,000円 
第2巻定価4,700円→特別価格2,820円 
第3巻定価4,000円→特別価格2,400円 
第4巻定価4,500円→特別価格2,700円 
 
セット価格 18,200円 
　　↓ 
特 別 価 格   9,100円 （定価の50％） 

東部学童保育園 
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民生まちづくり常任委員会 

農地付空き家の農地取得面積を緩和 農地付空き家の農地取得面積を緩和 農地付空き家の農地取得面積を緩和 

① 空き家バンクに登録 

② 購入の問い合わせ・申込み 

③ 購入決定 

④ 農地の総面積が3,000㎡以下の場合 
　「別段面積及び区域の指定申請書」を農業
　 委員会へ提出 

⑤ 農業委員会で議決、指定告示 

⑥ 農地法第3条の許可申請手続 

⑦ 農業委員会総会で議決・許可書交付 

⑧ 該当農地を区域から除外 

※許可後5年間は耕作状況を 
　農業委員会へ報告する必要があります。 

委

員

長
　
前
川
　
裕
量
 

副
委
員
長
　
山
口
　
　
純
 

委
　
　
員
　
河
嶋
重
一
郎
 

委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦
 

委
　
　
員
　
小
林
　
　
博
 

委
　
　
員
　
柴
田
　
幹
夫
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市
 

農地法第3条の主な許可基準について 
①所有または借り受けている農地のすべてを耕作すること 
②申請者または世帯員が農作業に常時従事すること 
③農地面積が3,000㎡以上であること 
④周辺の農地利用等に支障がないこと 
⑤法人の場合は農地所有適格化法人の要件を満たすこと 

地区名
 

田 原 地 区 

八千種地区 

福 崎 地 区 

総　数 

H29空き家
 

85 

75 

162 

322

H30空き家
 

99 

80 

159 

338

　　
 

23 

7 

8 

38

除却 

1 

1 

8 

10

居住 

8 

1 

3 

12

増減
 

14 

5 

－3 

16

新規空き家 
件数 

-22

空き家の状態 

Ａ 

管理良好 

建屋良好 

70 

65 

104 

239

Ｂ 

管理不良 

建屋良好 

11 

3 

25 

39

Ｃ 

管理良好 

建屋不良（軽） 

10 

5 

11 

26

Ｄ－1 

管理不良 

建屋不良（軽） 

4 

5 

9 

18

Ｄ－2 

管理不良 

建屋不良（重） 

4 

2 

10 

16

管理良好：草木の手入れが行われている。ゴミ等の放置がない。 
管理不良：草木の繁茂が見られる。ゴミ等の放置がある。 

建 屋 良 好 ：外壁、屋根の損傷が見られない。 
建屋不良（軽）：外壁、屋根の一部損傷あり。 
建屋不良（重）：屋根、柱の変形。崩落。 

減の要因 

（参考）町内の空き家状況（H30.9.1現在） 

手続きの流れ（案） 
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観光交流センター完成 

福崎駅周辺整備対策特別委員会 

観光交流センター完成 観光交流センター完成 

交通広場  4月1日に供用開始 

委員会での主な質疑 

完成に近づく福崎駅周辺整備事業 

　福崎駅前交通広場が完成し、4月1日に供用
開始されました。駅利用者の利便性がますます
高まることが期待されます。 

　福崎駅前と　川の観光交流センターが完成し
たという報告を受け、委員会で現地視察を行い
ました。 
　なお、観光交流センターの内装は、今後、指
定管理者が決定した後に指定管理者において工
事が施工されることになります。観光交流セン
ターの供用開始は秋頃になる見込みです。 
　福崎駅周辺事業も駅前交流広場を残すのみと
なりました。現在の予定では9月頃に完成し、
観光交流センターとあわせて供用開始されると
のことです。 

委
員
長
　
小
林
　
　
博
 

副
委
員
長
　
城
谷
　
英
之
 

福崎駅前 
　　　川 

現状の交通量では信号設置
は困難です。 

雨天時に状況を確認し、必要
があれば対策を講じます。 状況を見て検討します。 

信号設置要望の進捗は 交通広場の水はけは 　川観光交流センター前 
水路の蓋がけは　　　　 

駅前観光交流センタ－ 　川観光交流センタ－ 
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一般質問 

 
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方や町 
政をただし、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする大切な 
場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告します。議員の 
質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した議員が原稿を起こし 
「議会だより」に掲載しています。 

①大災害発生時の自治体機能確保の

ための仕組みづくりと自治体とし

ての災害対応に向けた力量の獲得

について 

②福崎町公営住宅長寿命化計画に 

　おける今後の進め方について 

①鳥獣害対策について 

②農業委員会について 

③介護サービスについて 

④臨時休校の授業時間減少対策に 
　ついて 

①Ｙou Tubeでさらに活発に情報

発信について 

①インフルエンザの予防接種について 
 
②子宮がん検診受診率をあげるために 
 
③暑さ対策について 

①太陽光発電施設について 

 

②交通安全対策について 

 

③社会教育施設整備について 

 

④子育て支援について 

 

⑤福崎駅周辺整備について 

①交通安全対策について 
 
②町ホームページについて 

三 輪 一 朝  

河嶋重一郎 

山 口 　 純  

木村いづみ 

小 林 　 博  

石 野 光 市  

通 告 の 内 容  
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一般質問 

住
民
生
活
課
長
 

各計画の構築や防災訓練の充実に取り組みます 
三輪 一朝 

問  
 
線
状
降
水
帯
に
よ
る

時
間
降
水
量
1
0
0
ミ
リ

超
、
24
時
間
降
水
量
5
0
 

0
ミ
リ
超
の
豪
雨
は
、
条

件
が
揃
え
ば
ど
こ
で
も
発

生
す
る
と
さ
れ
る
。
 

　
大
規
模
洪
水
で
は
、
役

場
本
庁
舎
、
中
播
消
防
署
、

福
崎
警
察
署
も
被
災
す
る
。

本
町
は
地
域
防
災
計
画
に

あ
る
想
定
被
災
を
上
回
る

大
規
模
災
害
に
被
災
す
る

可
能
性
を
認
識
し
て
い
る

の
か
。
 

問  
 
熊
本
市
や
昨
年
の
西

日
本
豪
雨
災
害
の
被
災
自

治
体
で
は
業
務
継
続
計
画

お
よ
び
受
援
計
画
が
未
作

成
の
た
め
自
治
体
が
混
乱

し
て
住
民
に
多
大
な
影
響

が
生
じ
た
。
両
計
画
の
効

果
発
現
は
訓
練
な
し
に
は

で
き
な
い
と
さ
れ
る
。
本

町
は
業
務
継
続
計
画
お
よ

び
受
援
計
画
の
策
定
を
行

う
の
か
。
 

問  
 
大
災
害
に
被
災
し
た

自
治
体
首
長
は
、
平
時
の

訓
練
と
備
え
が
な
け
れ
ば

危
機
へ
の
対
処
は
ほ
と
ん

ど
失
敗
す
る
と
述
べ
て
い

る
。
自
治
体
と
し
て
災
害

対
応
へ
の
力
量
の
獲
得
や

向
上
に
は
業
務
継
続
計
画

お
よ
び
受
援
計
画
な
ど
の

災
害
対
応
計
画
を
策
定
し

た
う
え
で
訓
練
を
行
う
べ

き
で
あ
る
が
、
本
町
は
訓

練
の
内
容
、
進
め
方
に
つ

い
て
ど
う
あ
る
べ
き
と
考

え
て
い
る
の
か
。
 

　
県
が
昨
年
発
表
し
た
、

市
川
本
流
の
想
定
最
大
規

模
降
雨
に
よ
る
浸
水
は
想

定
し
て
い
ま
せ
ん
。
市
川

支
流
の
想
定
最
大
降
雨
に

よ
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域

図
が
発
表
さ
れ
る
夏
以
降

に
見
直
し
を
進
め
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
業
務
継
続
計
画
の
案
は

作
成
済
で
、
短
期
間
の
う

ち
に
策
定
し
た
い
。
受
援

計
画
に
つ
い
て
も
で
き
る

だ
け
早
く
作
成
す
る
よ
う

に
し
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
平
成
28
年
に
実
施
し
た

震
災
を
想
定
し
た
夜
間
緊

急
図
上
訓
練
や
、
平
成
29

年
の
自
衛
隊
・
警
察
に
も

協
力
い
た
だ
い
た
総
合
防

災
訓
練
な
ど
を
継
続
し
て
 

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
 

業務継続計画とは 受援計画とは 

　行政も被災することを想定に入れ、非常
時優先業務の執行体制や対応手順を明確化
し、適切かつ迅速に実施することに寄与す
る計画。 

　応援を受けつつ、人的・物的資源を把握
し、災害対応の優先課題に沿って資源を効
率的かつ確実に配分・配置することに寄与
する計画。 

各地で発生している大災害 
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一般質問 

学
校
教
育
課
長
 

問  
 
昨
年
は
天
候
不
順
に

よ
る
休
校
が
多
か
っ
た
よ

う
に
思
う
が
、
生
徒
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
で
あ
る
。
天
候

不
順
や
感
染
症
に
よ
る
臨

時
休
校
を
決
定
す
る
条
件

は
。
 

問  
 
臨
時
休
校
、
学
級
閉

鎖
等
に
よ
る
授
業
時
間
減

少
の
対
策
は
。
 

　
福
崎
町
で
は
、
天
候
不

順
時
の
臨
時
休
業
の
基
準

と
し
て
「
登
校
す
る
時
点

で
福
崎
町
に
大
雨
、
洪
水
、

暴
風
雪
、
大
雪
警
報
の
い

ず
れ
か
が
発
令
中
の
時
」

と
定
め
て
お
り
、
毎
年
度

始
め
に
保
護
者
に
周
知
し

て
い
ま
す
。
感
染
症
の
場

合
は
、
学
校
保
健
安
全
法

に
「
学
校
の
設
置
者
は
、

感
染
症
の
予
防
上
必
要
が

あ
る
と
き
は
臨
時
に
学
校

の
全
部
ま
た
は
一
部
の
休
 

業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

学
校
教
育
課
長
 

　
今
の
と
こ
ろ
国
で
定
め

ら
れ
た
授
業
時
数
を
下
回

っ
た
例
は
な
く
、
授
業
の

時
間
追
加
を
せ
ず
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
 

学
校
教
育
課
長
 

問  
 
今
年
は
、
は
し
か
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流

行
し
て
お
り
大
変
心
配
な

と
こ
ろ
だ
が
、
幼
児
園
、

小
・
中
学
校
の
は
し
か
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

と
対
策
は
。
 

　
は
し
か
の
予
防
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
有
効
で
、
予

防
接
種
法
に
基
づ
き
2
回
 

接
種（
1
歳
児
と
5
歳
児
）
 

を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
学
校
等
で
は
し

か
が
発
生
し
た
場
合
は
臨

時
休
業
等
を
検
討
し
、
爆

発
的
な
流
行
を
未
然
に
防

ぐ
対
策
を
取
る
こ
と
が
最

優
先
さ
れ
ま
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
、

特
に
手
洗
い
の
励
行
に
よ

り
予
防
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
う
が
い
と
手
洗
い

の
指
導
を
継
続
し
、
園
児
、

児
童
、
生
徒
が
自
ら
予
防

で
き
る
力
を
身
に
つ
け
る

よ
う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。
 

定められた授業時数を下回っていません 
河嶋重一郎 

は
し
か
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
し
か
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

の
予
防
と
対
策

の
予
防
と
対
策
 

は
し
か
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

の
予
防
と
対
策
 

農
林
振
興
課
長
 

問  
 
農
林
水
産
省
に
よ
る

鳥
獣
害
対
策
実
施
隊
、
民

間
団
体
に
よ
る
地
域
ぐ
る

み
の
被
害
防
止
活
動
な
ど

を
支
援
す
る
国
の
政
策
の

中
、
当
町
に
お
け
る
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
、
有
害
駆

除
対
策
は
。
 

問  
 
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
役
割
だ
が
、
農

地
集
積
、
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
の
取
り
組
み
等
が

増
す
と
思
う
が
、
農
地
集

積
に
向
け
た
地
域
と
の
話

し
合
い
参
加
な
ど
の
役
割

を
担
っ
て
も
ら
っ
て
は
ど

う
か
。
 

　
主
な
変
更
点
、
捕
獲
計

画
と
し
て
は
、
シ
カ
70
頭

か
ら
80
頭
に
、
イ
ノ
シ
シ

1
2
0
頭
か
ら
1
0
0
頭

に
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
つ
い

て
も
被
害
を
確
認
す
れ
ば

駆
除
許
可
が
可
能
と
な
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
 

農
林
振
興
課
長
 

　
農
業
委
員
会
の
働
き
で

地
域
農
業
に
よ
る
地
域
の

良
好
な
環
境
が
維
持
で
き

る
か
と
い
う
と
、
集
落
ぐ

る
み
や
も
っ
と
広
域
で
の

取
り
組
み
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
今
後
は
課

題
点
の
整
理
や
解
決
方
法

に
つ
い
て
研
修
を
進
め
、

実
践
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

鳥
獣
被
害
防
止

鳥
獣
被
害
防
止
 

総
合
対
策
事
業

総
合
対
策
事
業
 

鳥
獣
被
害
防
止
 

総
合
対
策
事
業
 

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会
 

農
業
委
員
会
 

ハクビシン 



一般質問 

このような取り組みは非常に大切ではないかと 
山口　純 

You Tube登録増が活力に。ぜひチャンネル登録を。 
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問 　
も
は
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
配
信
動
画
と
い
え
ば
 

「Y
o
u
 T
u
b
e

」
と
い
う

く
ら
い
に
一
般
的
に
な
っ

た
媒
体
を
利
用
し
て
情
報

発
信
を
行
う
こ
と
は
福
崎

町
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る

と
考
え
る
。
 

　
福
崎
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
で
もY

o
u
 T
u
- 

b
e

「
福
崎
町
公
式
チ
ャ
ン

ネ
ル
」
へ
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
町
も
そ
の
有
用

性
を
認
め
て
お
ら
れ
る
の

で
は
。
 

　
作
る
側
（
福
崎
町
）
も
、
 

見
る
側
（
町
民
）
も
あ
ま

り
お
金
を
か
け
ず
手
軽
に

情
報
収
集
が
で
き
る
体
制

を
作
る
こ
と
が
で
き
る

Y
o
u
 
T
u
b
e

（S
N
S

）
を

生
か
さ
な
い
手
は
な
い
と

思
い
、
今
後
の
福
崎
町
の

情
報
提
供
の
在
り
方
を
検

討
す
る
材
料
に
し
て
い
た

だ
き
た
く
質
問
す
る
。
 

問  
 
福
崎
町
の
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
。
 

問  
 Y

o
u
 T
u
b
e

やS
N
S

の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
数
と

運
用
状
況
は
。
 

企
画
財
政
課
長
 

　
近
年
の
3
年
平
均
で
1

日
平
均
3
4
4
件
、
1
か

月
平
均
1
万
5
0
0
件
、

1
年
平
均
12
万
5
7
0
0

件
で
す
。
 

問  
 
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ア
ク
セ
ス
数
ベ
ス
ト
3
は
。
 

企
画
財
政
課
長
 

　
1
番
目
は
入
札
な
ど
の

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
、
2
番
目

は
役
場
の
組
織
、
3
番
目

は
妖
怪
情
報
で
す
。
 

問  
 
町
や
関
連
施
設
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
数
は
。
 

企
画
財
政
課
長
 

　
福
崎
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
柳
田
國
男
・
松
岡

家
記
念
館
、
歴
史
民
俗
資

料
館
、
図
書
館
な
ど
、
10

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
関
連

組
織
で
は
観
光
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
 

企
画
財
政
課
長
 

　Y
o
u
 T
u
b
e

は
、
福
崎

町
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
観

光
協
会
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
。

T
w
itte
r

は
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
全
国
妖
怪
コ
ン
テ

ス
ト
。F

a
c
e
b
o
o
k

は
、

エ
ル
デ
ホ
ー
ル
、
全
国
妖

怪
造
形
コ
ン
テ
ス
ト
、
観

光
協
会
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

担
当
課
に
お
い
て
管
理
運

用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

問  
 
文
化
セ
ン
タ
ー
のT

w
- 

itte
r

が
し
ば
ら
く
更
新
さ

れ
て
い
な
い
が
。 

社
会
教
育
課
長
 

　
指
摘
の
と
お
り
更
新
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

エ
ル
デ
ホ
ー
ル
のF

a
c
e
- 

b
o
o
k

で
は
イ
ベ
ン
ト
情

報
を
発
信
し
て
お
り
、
文

化
セ
ン
タ
ー
のT

w
itte
r

で
も
同
様
に
多
く
の
人
の

目
に
留
ま
る
よ
う
情
報
発

信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

問  
 
将
来
を
見
据
え
た
情

報
発
信
の
拡
大
は
必
須
で

は
な
い
か
。 

町
長
 

　
携
帯
電
話
か
ら
入
っ
て

い
た
だ
く
の
が
一
番
簡
単

で
は
な
い
か
と
。Y

o
u

  T
u
b
e

等
の
分
野
を
今
後

教
え
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。 
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一般質問 

健
康
福
祉
課
長
 

問  
 
日
本
人
の
死
因
の
ト

ッ
プ
で
あ
る
が
ん
に
よ
る

死
亡
率
を
減
ら
す
た
め
に

は
早
期
発
見
と
予
防
が
有

効
で
あ
り
、
が
ん
検
診
の

受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

当
町
に
お
い
て
21
歳
の
方

に
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
配
布

さ
れ
て
い
る
が
、
対
象
人

数
、
受
診
人
数
と
割
合
は

い
く
ら
か
。
 

問  
 
21
歳
と
い
え
ば
車
の

免
許
を
持
っ
て
い
な
い
方

も
い
る
。
ま
た
、
ク
ー
ポ

ン
に
、
子
宮
が
ん
検
診
受

診
に
あ
た
り
職
場
で
の
理

解
を
求
め
る
文
章
も
書
い

て
は
あ
る
が
、
職
場
で
は

ま
だ
新
人
で
休
み
が
と
り

に
く
い
環
境
で
あ
っ
た
り
、

上
司
が
男
性
で
言
い
出
し

に
く
い
環
境
の
方
も
お
ら

れ
る
。
親
子
で
行
く
と
な

れ
ば
お
互
い
に
休
み
を
調

整
し
、
受
診
し
や
す
く
な

る
の
で
は
な
い
の
か
。
母

と
娘
、
姉
と
妹
、
祖
母
と

孫
の
組
み
合
わ
せ
だ
け
で

は
な
く
、
祖
母
、
母
、
娘

が
一
緒
に
受
け
て
、
ク
ー

ポ
ン
を
お
持
ち
の
方
と
受

診
さ
れ
た
家
族
全
員
を
無

料
に
し
て
は
ど
う
か
。
 

　
平
成
30
年
度
は
対
象
者

1
1
6
人
の
う
ち
12
人
が

受
診
さ
れ
、
10.3
％
で
す
。

10
人
未
満
が
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
4
人
増
の
2
桁

と
な
り
、
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
21
歳
の
方
と
家
族
が
同

日
に
検
診
を
受
け
た
場
合

の
検
診
費
用
無
料
化
に
つ

い
て
は
、
ニ
ー
ズ
の
把
握

も
行
い
、
動
機
づ
け
と
し

て
受
診
率
向
上
に
つ
な
が

る
よ
う
で
あ
れ
ば
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

ニーズの把握を行い、受診率向上に向け検討を進めます 
木村いづみ 

健
康
福
祉
課
長
 

問  
 
昨
年
12
月
初
旬
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期

に
入
り
、
今
年
1
月
に
は

警
報
レ
ベ
ル
に
ま
で
な
っ

た
。
当
町
に
お
い
て
12
月

は
学
級
閉
鎖
や
学
年
閉
鎖

が
あ
っ
た
も
の
の
、
今
年

は
な
か
っ
た
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成
制

度
に
よ
り
接
種
者
が
増
え

た
と
考
え
る
が
、
接
種
率

は
上
が
っ
た
の
か
。
 

問  
 
高
校
生
も
中
学
生
と

同
様
、
も
し
く
は
半
額
で

も
助
成
で
き
な
い
の
か
。
 

　
平
成
30
年
度
は
接
種
者

1
2
4
4
人
、
接
種
率
43.6

％
で
す
。
接
種
者
は
64
人

増
、
率
で
は
3.7
％
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
高
校
生
に
な
る
と
通
学

範
囲
も
広
が
り
、
当
町
の

み
の
施
策
で
は
効
果
を
上

げ
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

13
歳
以
上
は
原
則
接
種
回

数
1
回
と
な
っ
て
い
る
の

で
経
済
的
負
担
も
軽
く
済

み
ま
す
。
幼
児
や
小
・
中

学
生
を
優
先
し
て
助
成
を

行
い
、
接
種
率
を
高
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
 

子
宮
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診
 

子
宮
が
ん
検
診
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

予
防
接
種
　
　
　

予
防
接
種
　
　
　
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

予
防
接
種
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一般質問 

具体的状況を見て取り組んでいく 
小林　博 

問  
 
凍
結
防
止
ミ
ラ
ー
は

秋
〜
初
春
の
間
、
機
能
を

発
揮
し
て
い
る
。
今
後
は

計
画
的
な
増
設
を
求
め
る
。
 

問  
 
年
間
10
〜
20
基
く
ら

い
は
可
能
で
は
な
い
か
。

投
資
効
果
は
大
き
い
。
 

問  
 
通
学
路
（
歩
行
者
道

路
）
整
備
は
他
施
策
と
の

関
係
で
不
公
平
感
が
あ
る
。

対
策
の
充
実
を
求
め
る
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
通
常
の
ミ
ラ
ー
の
2
倍

の
費
用
が
い
り
ま
す
の
で
、

交
通
状
況
を
見
て
設
置
に

つ
い
て
考
慮
し
ま
す
。
 

町
長
 

　
要
望
を
基
に
検
討
を
加

え
て
い
き
た
い
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
要
望
を
基
に
、
で
き
る

も
の
か
ら
対
応
し
て
い
ま

す
。
 

問  
 
信
号
で
朝
夕
に
見
に

く
い
所
の
改
善
を
求
め
る
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
以
前
は
遮
光
板
設
置
も

あ
り
ま
し
た
が
、
根
本
的

な
対
策
は
困
難
で
す
。
 

問  
 
温
水
プ
ー
ル
は
福
崎

町
に
な
い
こ
と
か
ら
要
望

は
非
常
に
多
い
。
そ
の
必

要
性
と
対
策
は
ど
う
か
。
 

問  
 
公
園
の
充
足
率
と
そ

の
向
上
策
は
ど
う
か
。
 

社
会
教
育
課
長
 

　
子
ど
も
の
発
達
や
高
齢

者
の
体
力
維
持
な
ど
、
要

望
と
必
要
性
は
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
早
急
な
建
設

は
困
難
で
す
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
条
例
基
準
面
積
に
は
達

し
て
い
ま
せ
ん
。
　
川
山

の
都
市
公
園
化
を
進
め
ま

す
。 

問  
 
さ
る
び
あ
ド
ー
ム
横

の
施
設
は
利
用
が
多
い
が
、

狭
く
、
遊
具
も
混
み
合
い

危
険
性
を
感
じ
る
。
敷
地

の
拡
大
な
ど
、
安
全
性
の

確
保
と
充
実
を
進
め
て
ほ

し
い
。 

問  
 
幼
児
教
育
の
無
償
化

の
財
源
は
ど
う
な
る
か
。 

町
長
 

　
よ
く
使
わ
れ
て
お
り
、

手
狭
で
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
ま
す
。
他
の
公
園

も
含
め
、
使
い
勝
手
の
良

い
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

学
校
教
育
課
長
 

　
本
年
度
は
全
額
国
庫
負

担
、
次
年
度
以
降
は
、
公

立
は
町
負
担
。
私
立
は
国

50
％
、
県
・
町
が
25
％
ず

つ
と
な
り
ま
す
。
福
崎
町

は
公
立
・
私
立
を
あ
わ
せ

る
と
約
8
0
0
0
万
円
が

無
償
化
に
係
る
経
費
と
な

り
、
町
負
担
は
交
付
税
算

入
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

問  
 
無
償
化
で
給
食
費
が

利
用
者
負
担
に
な
る
。
今

の
保
育
料
よ
り
高
く
な
る

場
合
は
ど
う
か
。 

問  
 
県
道
甘
地
福
崎
線
の

整
備
、
買
い
物
の
で
き
る

施
設
誘
致
は
進
ん
で
い
る

か
。 

問  
 
福
崎
駅
が
窓
口
を
無

人
化
し
た
。
Ｊ
Ｒ
の
今
後

の
播
但
線
の
位
置
づ
け
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
ど
う

か
。 

学
校
教
育
課
長
 

　
国
か
ら
具
体
的
方
針
は

出
て
い
ま
せ
ん
。
 

技
監
 

　
県
道
は
2
0
2
1
年
度

完
成
の
予
定
で
進
ん
で
い

ま
す
。
商
業
施
設
は
コ
ン

ビ
ニ
誘
致
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
 

問  
 
西
治
と
矢
口
の
太
陽

光
発
電
所
問
題
の
経
過
は
。 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
西
治
は
水
路
整
備
を
行

い
ま
す
。
矢
口
で
の
大
規

模
計
画
は
元
か
ら
や
り
直

す
状
況
で
す
。
 

技
監
 

　
利
用
者
の
利
便
性
・
快

適
性
の
向
上
・
充
実
・
活

性
化
に
努
め
る
と
の
こ
と

で
す
。
 

温
水
プ
ー
ル

温
水
プ
ー
ル
 

温
水
プ
ー
ル
 

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援
 

子
育
て
支
援
 

福
崎
駅
周
辺
整
備

福
崎
駅
周
辺
整
備
 

福
崎
駅
周
辺
整
備
 

太
陽
光
発
電
所
問
題

太
陽
光
発
電
所
問
題
 

太
陽
光
発
電
所
問
題
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一般質問 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問  
 
町
内
の
電
柱
は
関
西

電
力
と
N
T
T
の
共
用
が

ほ
と
ん
ど
で
、
管
理
を
関

西
電
力
と
N
T
T
で
区
分

さ
れ
て
い
る
。
 

　
衝
突
防
止
の
た
め
の
警

戒
塗
装
が
、
例
え
ば
　
川

交
差
点
と
　
川
西
交
差
点

の
間
で
、
道
路
の
白
線
と

側
溝
の
間
に
立
っ
て
い
る

電
柱
で
な
い
も
の
、
標
識

柱
で
、
警
戒
塗
装
が
劣
化

し
て
見
え
に
く
い
も
の
が

あ
る
。
 

　
自
動
二
綸
車
の
衝
突
事

故
は
大
変
痛
ま
し
い
も
の

と
な
る
例
が
多
く
、
ま
た
、

白
内
障
で
見
え
に
く
い
と

い
う
方
も
あ
り
、
町
が
電

柱
・
標
識
柱
を
洗
い
出
し

て
改
善
を
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
 

問  
 
通
学
路
の
安
全
対
策

と
し
て
東
中
学
校
付
近
で

東
大
貫
溝
口
線
と
八
反
田

八
千
種
線
と
の
合
流
部
付

近
で
①
歩
道
が
な
い
区
間

が
あ
る
、
②
合
流
部
が
鋭

角
で
あ
る
、
の
改
善
を
求

め
る
が
、
ど
う
か
。
 

　
金
垣
内
西
光
寺
線
と
東

大
貫
溝
口
線
と
の
取
付
け

部
の
幅
員
が
狭
く
、
自
転

車
が
横
断
待
機
し
に
く
い
。

改
善
策
は
。
 

　
関
電
や
N
T
T
の
電
柱

は
道
路
の
占
用
物
件
で
、

そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
も
ら

え
ま
す
が
、
一
度
に
多
く

は
経
費
面
で
困
難
と
の
こ

と
で
す
。
今
後
、
占
用
者

と
危
険
性
の
点
検
等
を
協

議
し
ま
す
。
 

　
道
路
標
識
に
は
公
安
委

員
会
が
設
置
す
る
規
制
標

識
と
道
路
管
理
者
が
設
置

す
る
標
識
が
あ
り
ま
す
。

道
路
管
理
者
の
も
の
で
あ

れ
ば
反
射
テ
ー
プ
の
在
庫

が
あ
る
の
で
取
り
付
け
で

き
ま
す
。
公
安
委
員
会
設

置
の
も
の
は
場
所
を
示
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
要
望
し

ま
す
。
県
管
理
の
標
識
柱

に
つ
い
て
は
、
危
険
な
箇

所
で
要
望
が
あ
れ
ば
確
認

し
、
対
応
す
る
と
の
こ
と

で
す
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
交
差
点
改
良
に
は
公
安

委
員
会
と
の
協
議
と
地
権

者
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

電
柱
の
移
設
等
も
含
め
対

応
で
き
る
所
か
ら
検
討
し

ま
す
。
 

道路上の危険性の高いものから対応を求めます 
石野 光市 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問 

問 

 
 
防
災
メ
ー
ル
や
、
午

後
6
時
過
ぎ
の
防
災
無
線

を
使
っ
た
お
知
ら
せ
を
メ

ー
ル
受
信
す
る
登
録
方
法

が
町
広
報
3
月
号
で
掲
載

さ
れ
た
が
、
全
戸
に
チ
ラ

シ
を
配
布
す
る
な
ど
、
さ

ら
に
登
録
者
を
増
や
す
取

組
み
は
。
 

い
に
物
流
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
運
送
の
車
と
一
般
車

両
と
の
県
道
西
田
原
姫
路

線
と
の
交
差
点
取
付
け
部

で
の
交
代
が
難
し
い
。
 

 
 
八
反
田
八
千
種
線
ぞ
 

　
公
安
委
員
会
や
県
と
改

善
策
が
な
い
か
協
議
し
ま

す
。
 

総
務
課
長
 

　
Q
R
コ
ー
ド
を
刷
り
込

ん
だ
チ
ラ
シ
も
作
成
し
て

お
り
、
検
討
し
ま
す
。
 

通
学
路

通
学
路
 

通
学
路
 

メ
ー
ル
受
信
登
録

メ
ー
ル
受
信
登
録
 

メ
ー
ル
受
信
登
録
 

白線と側溝の間に立つ電柱 



保険料年額 

20,800 

34,600 

48,500

令和２年度 
（予定） 
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5月臨時会 

第484回 臨時会 

議　案　名 
 

承　認
 

条　例 
補正予算 
その他 

専決処分の承認を求めることについて（福崎町町税条例等の一部を改正する条例）  
専決処分の承認を求めることについて（福崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 
福崎町介護保険条例の一部を改正する条例について      
一般会計補正予算（第１号）        
損害賠償の額を定め和解することについて…道路管理瑕疵（かし）に係る人身事故 

○全員賛成で承認・可決した議案○ 

議案の審議結果 

　本年10月に予定されている消費税率引上げによる財
源を原資とし、世帯全員が町民税非課税の低所得者層
の保険料軽減をさらに強化するための条例改正が行わ
れました。 

低所得者の介護保険料軽減強化へ 
福崎町介護保険条例の一部改正 

 

　第484回臨時会は5月10日に招集されまし
た。今臨時会では、町長から議案6件が上程さ

れ、慎重に審議を行い、すべて原案のとおり承
認、可決、同意しました。 

新
議
員
の
紹
介
 

　
平
成
31
年
４
月
21
日
の
福

崎
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に

よ
り
、
竹
本
繁
夫
氏
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
任
期
は
令
和
３
年
４
月
30

日
ま
で
で
す
。
 

●
●
表
紙
の
写
真
●
●
 

　
岩
尾
神
社
の
創
立
は
正
暦

２（
９
９
１
）年
と
伝
え
ら
れ
、

慶
長
年
間
に
池
田
輝
政
が
幕

命
に
よ
り
修
造
し
ま
し
た
。
 

　
秋
季
例
大
祭
の
宵
宮
に
沈

む
夕
陽
を
背
に
行
わ
れ
る
大

門
と
加
治
谷
屋
台
の
練
り
合

わ
せ
は
見
事
で
す
。
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

◎ 11 

1

賛成 

反対 

◎ ◎ ◎ ◎  

● 

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － 

－ 

－ 

－ 

議 案 名  賛否 
北
山
孝
彦
 

前
川
裕
量
 

城
谷
英
之
 

高
井
國
年
 

冨
田
昭
市
 

柴
田
幹
夫
 

竹
本
繁
夫
 

木
村
い
づ
み
 

石
野
光
市
 

小
林
　
博
 

山
口
　
純
 

三
輪
一
朝
 

松
岡
秀
人
 

河
嶋
重
一
郎
 

注1　北山議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。 
注2　議席番号1番、河嶋重一郎議員は除斥対象となりますので採決に加わりません。 

人　事 監査委員の選任について 

○賛否の分かれた議案○ 

町
税
条
例
等
の
一
部
改
正
 

①
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
見
直
し
 

②
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
見
直
し
 

③
未
婚
の
ひ
と
り
親
の
非
課
税
措
置
 

④
軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
の
見
直
し
 

⑤
軽
自
動
車
税
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
見
直
し
 

改正内容 
国
保
税
条
例
の
一
部
改
正
 

①
基
礎
課
税
額
の
課
税
限
度
額
を
58
万
円
 

　
か
ら
61
万
円
に
引
き
上
げ
 

②
5
割
軽
減
、2
割
軽
減
の
対
象
枠
を
拡
大
 

③
旧
被
扶
養
者
減
免
制
度
の
見
直
し
 

改正内容 

保険料段階 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

保険料年額 

31,200 

45,000 

52,000

平成30年度 

保険料年額 

26,000 

39,800 

50,200

令和元年度 

単位：円 

今回改正 

竹 本 繁 夫  
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5月臨時会 

中播農業共済事務組合

くれさか環境事務組合
高井　國年 
松岡　秀人 

冨田　昭市 石野　光市 
竹本　繁夫 

柴田　幹夫 

河嶋重一郎 城谷　英之 

中播衛生施設事務組合 

姫路福崎斎苑施設事務組合 

木村いづみ 三輪　一朝 

副議長 

前 川 裕 量  
監査委員 

河 嶋 重一郎  
議長 

北 山 孝 彦  

総務文教常任委員会 民生まちづくり常任委員会 

議会広報常任委員会 

一部事務組合議会議員 

議会運営委員会 
委
員
長

 

冨
田
　
昭
市

 
 副

委
員
長

 

山
口
　
　
純

 
 委

　
員 

河
嶋
重
一
郎

 

木
村
い
づ
み

 

小
林
　
　
博

 

高
井
　
國
年

 

委
員
長 

石
野
　
光
市

 
 副

委
員
長 

三
輪
　
一
朝

 
 委

　
員 

柴
田
　
幹
夫

 

城
谷
　
英
之

 

竹
本
　
繁
夫

 

松
岡
　
秀
人

 

上段右から、 
　石野　光市　委員　松岡　秀人　委員 
　高井　國年　委員　城谷　英之　委員 
　前川　裕量　委員 

下段右から、 
　山口　　純　委員長　 
　木村いづみ　副委員長 

上段右から、 
　冨田　昭市　委員　柴田　幹夫　委員 
　河嶋重一郎　委員　北山　孝彦　委員 
　三輪　一朝　委員 

下段右から、 
　小林　　博　委員長 
　竹本　繁夫　副委員長 
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政務活動費の交付を廃止へ 政務活動費収支明細（平成30年度） 

で検索できます。 福崎町議会 

　政務活動費の執行は適正管理に努めてお

り、町民の皆様の信頼を失い、疑念を生じ

させるようなことはありません。しかし、

一部の地方議会議員による政務活動費の不

正受給や書類の改ざん等マスコミで大きく

報道され、地方自治法に規定された制度で

ありながら、地方議会議員への信頼が著し

く損なわれる状況にあります。そこで慎重

な検討を行った結果、政務活動費の交付を

廃止することにしました。 

委
員
長
　
石

野

光

市

 

副
委
員
長
　
三

輪

一

朝

 

委
　
　
員
　
柴

田

幹

夫

 

委
　
　
員
　
城

谷

英

之

 

委
　
　
員
　
竹

本

繁

夫

 

委
　
　
員
　
松

岡

秀

人
 

議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

編
集
後
記
 

検索 

福崎町議会へのお問い合わせ、ご意見ご要望は下記へ 
〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116－1　 
TEL（0790）22－0560　FAX（0790）22－2342 
ホームページ：http://www.gikai.town.fukusaki.hyogo.jp 

ふくさき議会だより第１５０号 
令和元年５月２３日　発行 

発  行／兵庫県福崎町議会 
編  集／議会広報常任委員会 

　氏名 
松岡秀人 
柴田幹夫 
三輪一朝 
北山孝彦 
前川裕量 
河嶋重一郎 
木村いづみ 
山口　純 
冨田昭市 
小林　博 
石野光市 
城谷英之 
高井國年 
　合計 

主な支出 
（申請なし） 
（全額返還） 

 
（申請なし） 
（申請なし） 
（全額返還） 
（全額返還） 
（申請なし） 
（全額返還） 
（申請なし） 
（申請なし） 
（申請なし） 
（申請なし） 

残額（戻入額） 
 

60,000 
0 
 
 

60,000 
60,000 

 
120,000 

 
 
 
 

300,000

支出額　 
 
0 

120,000 
 
 
0 
0 
 
0 
 
 
 
 

120,000

申請額　 
 

60,000 
120,000 

 
 

60,000 
60,000 

 
120,000 

 
 
 
 

420,000

 
－ 
 
 
－ 
－ 
 
 
－ 
 
－ 
－ 
－ 
－ 
 

 
－ 
 
 
－ 
－ 
 
 
－ 
 
－ 
－ 
－ 
－ 
 

 
－ 
 
 
－ 
－ 
 
 
－ 
 
－ 
－ 
－ 
－ 
 

研修受講費・書籍購入費 

　議会だよりが１５０号を迎えることか
ら関係者の皆様のご協力をいただき、
小・中学生の皆様から題字募集を行い
ましたところ多数の作品が寄せられま
した。本当にありがとうございました。 
　応募作品を慎重に選考した結果、４
作品を選出いたしました。その中から
福崎東中学校の植村綾音さんの作品を
最優秀作品とし、表紙題字に決定いた
しました。 

入選者 

　福崎西中学校　中本　妃南 さん（当時） 

　福崎小学校　　加門陽花乃 さん 

　田原小学校　　長谷川聖真 さん（当時） 

最優秀賞　福崎東中学校　植村 綾音さん 

　
山
々
の
木
々
が
新
緑
に
包
ま
れ

る
好
期
と
な
り
ま
し
た
。
お
元
気

に
お
過
ご
し
の
事
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
 

　
今
号
で
は
新
年
度
予
算
の
あ
ら

ま
し
、
ま
た
5
月
10
日
に
臨
時
会

を
開
き
、
議
会
の
構
成
を
再
編
し

た
こ
と
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

　
本
広
報
誌
も
小
・
中
学
生
か
ら

募
集
し
た
題
字
や
表
紙
デ
ザ
イ
ン

の
工
夫
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み

も
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
皆
様

に
わ
か
り
や
す
く
議
会
の
動
き
な

ど
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

（
石
野
光
市
）
 


